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はじめに 

 

本図書は、環境影響評価法（平成 9 年法律第 81 号）第 38 条の 2 第 1 項の規定に基づ

き作成した「那覇空港滑走路増設事業に係る報告書（以下、「報告書」という）」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本書に掲載した地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図（国土基本情報）電子

国土基本図（地図情報）を使用した。（測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 3JHs 83） 

また、本書に記載した地図をさらに複製する場合は、国土地理院の長の承認を得なければなら

ない。 
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